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インストール先PC推奨環境
•Windows 11 64 bit

•メモリ 4 GB 以上

•ハードディスク空き容量 20 GB 以上

•インターネット接続

•解凍ソフト 7-Zip※ がインストールされている

（動作を保証するものではありません）

※ 7-Zip 以外の解凍ソフトでも対応可能かもしれないが、ここ
では 7-Zip による解凍だけを確認している
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インストールフォルダの作成

1

(1) インストール先フォルダを作成
ここでは，
C:¥OpenCAE¥SalomeMecaWin2024

※フォルダ名（Path）に日本語や空白があると動作に支障をもたら
すことがあり，インストール先はCドライブ直下の半角英数字のみ
からなるフォルダ名とすることが望ましい（ここではOpenCAE）
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Code Aster for Windows の入手(1)

1

(1) https://code-aster-windows.com/ 
を開く

3 (2) メニューを開く
(3) ダウンロード
ページを開く
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Code Aster for Windows の入手(2)

1

(1) ダウンロードページを開く
https://code-aster-windows.com/download/

2 (2) Code_Aster 2024 
をダウンロード



6

Code Aster for Windows のインストール(1)

1

(1) ダウンロードしたファイル
をインストールフォルダに移
動させる2

(2) インストーラを起動
（ダブルクリックなど）
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Code Aster for Windows のインストール(2)

1

(1) 詳細情報を開く
(2) 実行
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Code Aster for Windows のインストール(3)

(1) 次へ

(2) 条件を受け
入れる

(3) 次へ
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Code Aster for Windows のインストール(4)

(1) インストール先
を確認（デフォル
トを受け入れる）

(3) インストール開始
(2) 次へ
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Code Aster for Windows のインストール(5)

(1) インストール中 (2) 終了



11

Code Aster for Windows のインストール(6)

1
(1) スタートボタンからア
プリを検索

2 (2) aster を検索

3

(3) Aster Laucher 
を確認
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Salome-Meca 2024 for Windows の入手

1

(1) code-aster-windowsのダウンロードページ
を開く
https://code-aster-windows.com/download/

2

(2) Salome-Meca 2024 w64 
をダウンロード
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Salome-Meca 2024 for Windows の解凍

1

(1) ダウンロードしたファイ
ルをインストールフォルダ
に移動させる

2

(2) インストーラ
を右クリック※

3

(3) 7-Zip を開く

4

※インストーラを右クリッ
クしても，7-Zipが出てこな
いときは「その他のオプ
ションを確認」をクリック

(4) ここに展開
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Salome-Meca 2023 for Windows の解凍

1
(1) 展開中
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Salome-Meca 2024 for Windows の確認

(2) 解凍された
中身を確認

1

(1) 展開されたフォルダを開く
C:¥OpenCAE¥SalomeMecaWin2024¥v2024
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Salome-Meca 2024 for Windows の起動確認(1)

(1) run_salome.batを
右クリック

※ run_salome.bat をダブル
クリックしても開く

※ run_salome.bat のショート
カットを作成しておくと便利

(2) 開く
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Salome-Meca 2024 for Windows の起動確認(2)

(1) SALOME 9.12.0 
の起動を確認

1
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Salome-Meca 2024 for Windows の起動確認(3)

(1) モジュール選択のドロップダ
ウンリストで必要なモジュール
が揃っていることを確認

1

※ AsterStudy，Geometry，Mesh，
ParaViSが必要

(2) Python Console は×を
クリックして非表示にする
（しなくともよい）

2



19

なるべく少ない入力で
Salome-Meca2024の動作確認
を行います

立方体の下面を固定，上面に
一様圧力をかけて変形を見る
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解析例の概要

形状・寸法
辺の⾧さ = 200 mmの立方体

材料特性
ヤング率 = 200 GPa
ポアソン比 = 0.300

拘束条件
下面を x, y, z 方向変位拘束

荷重条件
上面に一様圧力 = 1.00 MPa

一様圧力
= 1.00 MPa

全方向
変位拘束
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Geometry モジュールで立方体
を作成し、境界条件を与える面
にグループ名をつける
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Geometryの起動

(1) Geometry を
起動する

1
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形状（立方体）の作成

(1) New -> Entity 
-> Primitives -> Box

(2)-(3) Help panel と Python 
Console を非表示（×をク
リック）にする（画面を広く
使うため）
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(2) そのまま適用し
て閉じる

形状（立方体）の作成

(1) 立方体の各辺が 200 (mm)
になっていることを確認

※有限要素法のソルバは単位を
限定しないため、ユーザが mm 
と思えばそのようになる
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(1) Box_1 を右
クリック

形状グループの作成

(2) グループを
作成する
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(1) 面を選択

形状グループの作成（Load）

(3) 上面をピック
（左クリック）(2) グループ名

を Load にする

(4) 追加

(5) 33の 追加
を確認

(6) 適用
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(4) 下面をピック

3

形状グループの作成（Fix）
(2) Cntl+右ボタンでドラッグ
しても回転できる(1) グループ名

を Fix にする

(5) 追加(6) 31の 追
加を確認

(7) 適用して
閉じる

7

(2) 回転ボタンを
クリック

(3) 左クリックで回転
させ下面が見えるよう
にする
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形状グループの確認

(1) Box_1の左の目の
マークをオンにする

(2) 表示を
Reset 

3

(4) 目のマークをオン・
オフさせて表示/非表示
を確認

(3) 表示のリセット
（アイソメ表示に戻
る）を確認
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Mesh モジュールで Box_1 上に四面
体メッシュを作成する

グループ名の継承を確認する

メッシュファイルを作業フォルダに
保存する
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Mesh の起動

(2) Mesh を起動

2

(1) Box_1 を選択
した状態にする



31

メッシュの作成

① Mesh -> 
Create Mesh

2

(1) Box_1 を
表示させる

1

(2) Mesh を開く

3 (3) メッシュを
作成
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メッシュ作成条件の設定

(1) Geometry = Box_1

(2) 3D 自動テ
トラメッシュ
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メッシュ作成条件の設定

(1) そのまま
OK する

(2) 適用して閉じる
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メッシュの作成の実行

(1) Mesh_1 を
右クリック

(2) Compute

(1)-(2) Mesh_1を選択した状態で
メニューから Mesh -> Compute 
としてもよい
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メッシュの確認(1)

(1) メッシュ
を確認

(2) 面のグループが継承
されていることを確認

(3) 閉じる

3



36

メッシュの確認(2)

(1) グループ名の前の目
のマークを点滅させる

1

(2) グループの色が変わ
ることを確認
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メッシュファイルのエキスポート

(1) Mesh_1 を
右クリック

(2) Export -> MED file
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メッシュファイルの保存

(2) ファイル名
は Mesh_1.med

(1) 作業フォルダを作成
C:¥OpenCAE¥SalomeMecaWin2024
¥v2024¥MyCases¥CubeTest

(3) 保存
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AsterStudy モジュールの Assistant 
機能を用いて、線形弾性解析の条件
を設定する

メッシュファイルとコマンドファイ
ルを関連づける

コマンドファイルを保存し、解析を
実行する
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AsterStudy の起動

(1) AsterStudy
を起動

(2) stable 版を選択し
た状態で OK する
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AsterStudy の設定のカスタマイズ

(1) File -> 
Preferences 

1

(2) 言語を英語にする（フラ
ンス語のままでもよい）

2

(3) OK する

3
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Assistant による Stage の追加

(1) Operation 
-> Add Stage with Assistant
-> Isotropic linear elasticity

(2) 次に進む
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Stage の作成（メッシュの確認）

(2) 次に進む

(1) Mesh_1 の
選択を確認
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Stage の作成（モデルの確認）

(2) 次に進む

(1) モデルは 3D 
ソリッドを確認
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Stage の作成（材料定数の変更）

(2) 次に進む

(1) ヤング率 = 200000 MPa，
ポアソン比 = 0.3 とする

※有限要素法のソルバは単位を限定しないが、⾧さ
を mm 、荷重を N に指定すると応力やヤング率、圧
力の単位は自動的に N/mm2 = MPa になる
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Stage の作成（拘束条件の設定）

(3) Fix（下面）を
チェックする

3

(1) 境界条件の追加
（緑のプラス）

(2) Edit を開く

(4) OK する
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Stage の作成（拘束条件の設定）

2

(1) 3方向の変位を 0 mmに指定
DX=0, DY=0, DZ=0

(2) 次に進む
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Stage の作成（荷重条件の設定）

(3) Load（上面）を
チェックする

3

(1) 境界条件の追加
（緑のプラス）

(2) Edit を開く

(4) OK する
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Stage の作成（荷重条件の設定）

2

(1) 圧力を 1 MPa にする

(2) 次に進む
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Stage の作成（結果の保存先指定）

(1) 結果ファイルの保存場所
を指定するため，フォルダ
を探す



51

Stage の作成（結果の保存先指定）

(1) 作業フォルダ
（CubeTest）を開く

1

(2) ファイル名は
CubeTest.rmed

(3) 保存
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Stage の作成（終了）

(1) 終了
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作業ファイルの保存

(1) File -> Save As (2) 作業フォルダが開
かれていることを確認

(3) 作業ファイル名は
Study1.hdf のまま

(4) 保存する
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コマンドファイルの保存

(1) Stage 名を
右クリック

(2) コマンドファイル
をエキスポート

(3) 保存先フォルダ
を確認

(4) ファイル名は
Stage_1.comm

4
(5) 保存する
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コマンドファイルの確認
DEBUT(LANG='EN')
mesh = LIRE_MAILLAGE(FORMAT='MED',

UNITE=20)
model = AFFE_MODELE(AFFE=_F(MODELISATION=('3D', ),

PHENOMENE='MECANIQUE',
TOUT='OUI'),

MAILLAGE=mesh)
mater = DEFI_MATERIAU(ELAS=_F(E=200000.0,

NU=0.3))
materfl = AFFE_MATERIAU(AFFE=_F(MATER=(mater, ),

TOUT='OUI'),
MODELE=model)

mecabc = AFFE_CHAR_MECA(DDL_IMPO=_F(DX=0.0,
DY=0.0,
DZ=0.0,
GROUP_MA=('Fix', )),

MODELE=model)
mecach = AFFE_CHAR_MECA(MODELE=model,

PRES_REP=_F(GROUP_MA=('Load', ),
PRES=1.0))

result = MECA_STATIQUE(CHAM_MATER=materfl,
EXCIT=(_F(CHARGE=mecabc),

_F(CHARGE=mecach)),
MODELE=model)

IMPR_RESU(FORMAT='MED',
RESU=_F(RESULTAT=result),
UNITE=80)

FIN()

(1) コマンドファイルをテキスト
エディターで開く

※このコマンドファイルは，ひな形
コマンドファイルとして再利用

コマンドファイル
の中身
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Code-Aster の実行

(1) History View 
タブを開く

(2) 5 秒間隔で自動
リフレッシュする

(3) 使用メモリや解
析時間上限を確認

3

(4) 緑のプラス
をクリック

(5) Run 
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Code-Aster の正常終了

(2) メッセージ
を確認

(1) 緑色だと
エラーなし
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さいごにParaVis モジュールで変形
を可視化し、解析がもっともらしい
ことを確認する
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ParaVis の起動と結果ファイルの読込み

(2) CubeTest.rmed
を右クリック

(3) ParaVis
で開く

(1) Case View 
タブを開く
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変位のカラーコンター表示

(1) ベクトルを
生成

1

(2) 適用
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変形図の表示(1)

(1) Filters 
-> Common 
-> Warp By Vector
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変形図の表示(2)

(2) Scale Factor の青いバー
を真ん中くらいにする

(3) 適用

(1) モデルを回転させて見や
すくする（左クリックでド
ラッグする）
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変形図の表示(3)

(1) 下面は全方向を拘束しているため、広が
らず、上面は圧力によって押され広がって
いる（もっともらしい変形）



64

Salome-Meca2024をWindows11
マシンにインストールし、動作を
確認した

変形を可視化し、解析が正常に行
われたらしいことを確認した
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